清朝中期における旗人エリートの「旗人」意識と「中国化」 ──松筠著『百二老人語録』・『西招図略』の検討を通じて── by 村上 信明 & Nobuaki MURAKAMI































































































語の著作である『百二老人語録（emu tanggū orin sakda i gisun sarkiyan）』






　本章では，『百二老人語録』8 の巻 5・6 の内容を検討し，そこから見えてく
る松筠の「旗人」意識と「中国化」に対する認識を明らかにしていく。なお，
『百二老人語録』巻 5 は①「師が教えるということ 10 節（師教事十條）」，②「子・
妻を教え訓じること 3 節（妻子訓教事三條）」，③「家の生計につとめること
2 節（家計事二條）」の計 15 節，同巻 6 は①「忠孝を論じた 6 節（忠孝論六條）」，
②「学ぶ，勤めることを論じた 9 節（勤学論九條）」の計 15 節からなる。以下，
煩瑣を避けるため，例えば巻 5 の①「師が教えるということ 10 節（師教事
十條）」の第 2 節を引用・参照する場合には「巻 5-1-2」，巻 6 の②「学ぶ，勤
7　 乾隆帝が「清語（満洲語）は旗人の本来のつとめである（清語乃旗人本務）」（『清
高宗実録』巻 647，乾隆 26 年 10 月辛卯）と述べているように，満洲語能力の有無
は「旗人らしさ」をはかるうえでの象徴的な指標であった。
8　 『百二老人語録』は，著者である松筠が老人から聞いた 120 の逸話という形式によっ





清朝中期における旗人エリートの「旗人」意識と「中国化」 （ 5 ）



















9　 富俊は正黄旗蒙古，卓特氏の人。はじめ理藩院筆帖式をつとめ，乾隆 44 年に翻訳
進士となってから礼部主事に任用され，その後は礼部郎中，兵部右侍郎，科布多参


























































学士の李光地に編纂を命じ，漢文版は康煕 52 年，満文版は同 56 年に完成した。










































































































































ベットの地図 15 幅（総図 1 幅・分図 14 幅）とその解説を記した『西招図説』
一巻，及び「自成都府至後蔵路程」・「前蔵至西寧路程」という 2 幅の図とそ



























































































仏教的な対等の関係にあったと述べている。また石濱（2001: 353-355）は，17 ～ 18
世紀には清朝がチベット・モンゴルとチベット仏教の世界観・王権思想を共有し，
チベット仏教の論理に基づく「チベット仏教世界」を形成していたと論じている。
22　 これ以前は，ダライラマは高座に坐ったまま駐蔵大臣を迎えていた（村上 2012: 
63）。
23　 カロン（噶布倫）は，当時チベット政府において政務を取り仕切っていた 4 人（俗




























24　 「軍機処満文録副奏摺」3486-29（マイクロフィルム番号 159-1207），乾隆 59 年 11
月 13 日，松筠奏。
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